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※〔 　 〕 内は対前年比

村税
7 億8 ,4 1 7 万円

（ 1 4 .1 ％）

使用料・ 負担金等
8 億1 ,9 0 6 万円

（ 1 4 .7 ％）

自主財源
2 3 億4 ,6 0 8 万円

（ 4 2 .0 ％）依存財源
3 2 億3 ,3 9 2 万円

（ 5 8 .0 ％）
財産収入・ 諸収入等

1 億8 6 万円
（ 1 .8 ％）

財産収入・ 諸収入等
1 億8 6 万円
（ 1 .8 ％）

繰入金
1 億4 ,2 0 0 万円

（ 2 .5 ％）

繰入金
1 億4 ,2 0 0 万円

（ 2 .5 ％）

前年度繰越金
5 億円

（ 9 .0 ％）

地方譲与税・ 交付金
2 億5 ,7 7 5 万円

（ 4 .6 ％）

地方譲与税・ 交付金
2 億5 ,7 7 5 万円

（ 4 .6 ％）

地方交付税
1 9 億1 ,0 0 0 万円

（ 3 4 .2 ％）

国・ 県支出金
6 億2 ,1 3 7 万円

（ 11 .1 ％）

国・ 県支出金
6 億2 ,1 3 7 万円

（ 11 .1 ％）

村債
4 億4 ,4 8 0 万円

（ 8 .0 ％）

5 5 億8 ,0 0 0 万円〔 前年比 ▲1 億1 千万円、▲1 .9 ％〕 令
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特集「 令和8 年度当初予算」

歳 入

歳入の特徴

・ 構成割合は、 自主財源： 42.0％、 依存財源： 58.0％と なり 、 自主財源の割合が上昇し まし た。

・ 村税は、 所得環境の改善による住民税増等を見込み +11.7% の 7.8 億円を計上し まし た。
・ 地方交付税は 普通交付税 19.1 億円を、 国・ 県支出金は各種補助金・ 負担金等 6.2 億円を計上

し まし た。
・ ふるさ と 納税寄附金は、 前年度比 +15.4% の 7.5 億円を計上し まし た。
・ 繰越金と し て、 前年度同額の 5.0 億円を見込んでいます。

・ 各種公共施設工事に充てる ために公共施設等維持整備基金から、 臨時財政対策債等の償還に充
てるため減債基金から 併せて 1.4 億円を取り 崩し ます。

・ 村債は、 後年度に元利償還金の一部が交付税で措置さ れる有利な起債を中心に、 4.4 億円の借

入を行います。

会　 　 　 計 予算額 対前年比

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 5 億 9,900 万円 ＋ 1,000 万円 （ ＋ 1.7％）

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 1,420 万円 ＋ 1,571 万円 （ ＋ 15.9％）

介 護 保 険 8 億 4,000 万円 ▲ 3,000 万円 （ ▲ 3.4％）

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業
収益的収支 2 億 1,466 万円 ＋ 627 万円 （ ＋ 3.0％）

資本的収支 8,590 万円 ▲ 1 億 9,174 万円 （ ▲ 69.1％）

下 水 道
事 業

収益的収支 2 億 9,763 万円 ＋ 1,703 万円 （ ＋ 6.1％）

資本的収支 7,428 万円 ▲ 1 億 4,703 万円 （ ▲ 66.4％）

※企業会計は支出予定額

特別会計・ 公営企業会計の予算額

広報と よおか　 R8.4.16（ 2）

総務費
1 2 億8 ,9 0 5 万円

（ 2 3 .1 ％）

民生費
1 3 億7 ,7 2 9 万円

（ 2 4 .7 ％）

民生費
1 3 億7 ,7 2 9 万円

（ 2 4 .7 ％）

衛生費
3 億9 ,4 1 7 万円

（ 7 .1 ％）

農林水産業費
4 億4 ,4 8 2 万円

（ 8 .0 ％）

商工費・ 労働費・ 予備費
1 億1 ,0 7 8 万円

（ 2 .0 ％）

土木費
5 億6 ,2 7 2 万円

（ 1 0 .1 ％）

消防費
3 億1 ,6 6 5 万円

（ 5 .7 ％）

公債費
4 億6 ,9 3 1 万円

（ 8 .4 ％）

議会費
5 ,8 8 0 万円
（ 1 .1 ％）

予備費
3 ,2 0 0 万円
（ 0 .6 ％）

教育費
5 億2 ,4 4 2 万円

（ 9 .4 ％）

目　 的　 別

内　 訳

一般会計予算

特集「 令和8 年度当初予算」

歳 出

歳出の特徴

・ 令和 5 ～ 14 年度の村の 10 か年計画「 第６ 次総合振興計画」 に盛り 込んだ取組みを最大限反映さ せまし た。

・ 有事の際の情報伝達に重要と なる防災行政無線は老朽化が進行し ているため、 今後５ 年間をかけて順次更新を行います。

令和８ 年度では役場にある親局の更新を行います。
・ 小中学生の給食食材費については全額を 村負担と し ています。 また、 地産地消を応援するため、 米飯給食の補助対象を

こ れまでの小中学校に加え保育園まで拡大し まし た。
・ 認定農業者等への支援については、 設備導入の枠の先取り を可能と する、 野菜苗購入補助の対象品種を 追加する など制

度の拡充を行い、 農業支援・ 商工業支援に力を入れています。
・ 有害鳥獣対策と し て、 捕獲報奨金や柵・ 網購入補助の増額など猟友会の補助を拡充し まし た。

・ 道路・ 用水路の補修や防災対策に係る起債が延長さ れたため、 今後も 計画的な改修等を行っ ていきます。
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・ 令和７ 年度末時点で、 全ての基金を 合わせて 46.9 億円保有

し ていま すが、 令和８ 年度に 1.4 億を 取崩す予定です。 令和

８ 年度末の残高は、 45 .8 億円を 見込んでいます。

・ 今後も 将来の財政需要に備え、 財政状況をみながら 基金への

積立を実施・ 検討し ていき ます。

・ 令和８ 年度末の地方債残高 ( 見込 ) は 35.6 億円で、 そのう

ち 元利償還金の全額が地方交付税で措置さ れる 臨時財政対策

債が 9.3 億円と なり ます。

・ 村の規模に対し て地方債残高が大き い傾向が続いているため、

でき る 限り 縮減し ていく こ と を 目指し ます。

（ 3） 広報と よ おか　 R8.4.16



 事業 事業 事業 ～新規事業◯・ 拡充事業◯を中心に紹介し ます～ 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 　 ）内が予算額です

 新 拡

特集「 令和8 年度当初予算」

こ ども 家庭セン タ ーでは、 妊娠から 子育てまで一体的な

相談・ 支援を 行っ ています。 また、 保育園の施設改修を

行い、 子ども たち が快適で安全に過ごせる よ う 配慮し て

います。

拡子ども ・ 子育て応援事業（ 41 万円）

新保育園プール日除け対策工事（ 725 万円）

新保育園非常通報装置設置工事（ 150 万円）

○出産祝金支給事業（ 500 万円）

○妊婦支給給付金（ 500 万円）

○保育園児給食費（ 2,359 万円）

子育て支援

住宅建設に係る新たな補助制度を 創設し 、 移住定住人口

の増加を 図り ます。 また、 河野地域に分譲宅地と 地域優

良賃貸住宅を 整備し ます。 竜神大橋の開通にあわせ、 道

の駅への案内看板を 新設し 観光客の誘致を 図り ます。

新新築を 伴う 家屋解体補助金（ 300 万円）

新地域優良賃貸住宅建設調査設計（ 1,200 万円）

新道の駅案内標識設置工事（ 1,500 万円）

〇道の駅正面広場造成工事（ 500 万円）

〇観光地域づく り 事業（ 5,152 万円））

移住定住、 観光振興

総務課 企画財政係　 　 ☎ 35 − 33 22

地域の根幹である 農林業を 守る ため、 担い手確保や環境整備に重点的に取り 組みます。 豊かな大地と 人々の営み

が響き 合う 「 自然と 調和し た農山村」 の実現を 目指し 、 村の宝である農林業を 支援し ていき ます。

拡村単農業総合振興事業補助金 （ 3,140 万円）
拡学校給食農産物コ ーディ ネート 委託（ 27 万円）
拡猟友会補助金（ 185 万円）
拡有害鳥獣捕獲報奨金（ 845 万円）
拡柵・ 網・ 罠補助金（ 320 万円）
拡森林整備・ 中学校周辺里山整備事業（ 450 万円）
拡各区地区支障木伐採補助金（ 500 万円）

新道路沿線ナラ 枯れ危険木伐採事業（ 300 万円）

新勝負平ク ラ イ ンガルテン 運営事業（ 2,911 万円）

〇重要イ ンフ ラ 施設保全森林整備事業（ 2,200 万円）

〇小規模竹林整備事業（ 600 万円）

農業の振興支援、 森林整備事業

区・ 地区から の土木申請に基づき、 国庫補助事業や有利
な起債（ 緊急自然災害防止対策事業債） を 活用し ながら
道路・ 水路の補修工事を 行います。 また、 資材支給につ
いて名称を「 生活環境整備枠」 と 改め、 事業費を 拡充し
地域の要望に応えていき ます。

拡生活環境整備枠（ 資材・ 重機借上）（ 3,800 万円）
○橋梁長寿命化工事〔 公事免橋、 境橋〕（ 3,625 万円）
○辺地道路改良事業〔 村道壬生沢線〕（ 5,448 万円）
○緊急自然災害防止対策事業
　 ・ 道路補修（ 1 億 6,000 万円）
　 ・ 農業用用排水路改修（ 3,390 万円）
　 ・ 河川・ 河川的排水路改修（ 150 万円）
○農地耕作条件改善事業〔 用水路改修〕（ 5,680 万円）
○林道本谷線改良工事〔 法面〕（ 1,520 万円）

村道・ 水路改修事業

農業の振興支援農業の振興支援

教育環境充実のため、 教員・ 支援員の配置やタ ブレ ッ ト

の購入等を 行います。 また、 子ども たちの心身の健康や

情操教育の充実を 図る ための各種施策の実施、 保護者の

負担軽減のための給食食材費公費負担やテスト 購入代の

補助等を 行います。

拡給食食材保護者負担軽減補助

　 　〔 小中学校給食費無償化対応〕（ 3,950 万円）

○米飯給食米代補助（ 580 万円）

○小中学校学習用タ ブレ ッ ト 整備（ 1,080 万円）

○非常勤講師・ 指導者等の配置（ 3,773 万円）

○英語教育サポート 事業（ 580 万円）

○小中学生補助教材・ 中学校定期テスト 印刷代補助（ 631 万円）

○小中学校施設改修等事業（ 5,110 万円）

学校教育の充実

広報と よおか　 R8.4.16（ 4）

令和３ 年度から 約 25 年間を かけ、村内全域にわたり 、耐用年数 (40 年 )

を 超過し た水道施設や本管の更新工事を 実施し ています。 令和８ 年

度は、 引き 続き 計装機器更新工事を 実施する ほか、 新伴野配水池建

設に向けた調査測量を 実施し ます。

下水道施設では、 定期的に下水道管の調査を 行っ ており 、 補修が必

要な箇所は早急に補修工事を 実施し ています。 浄化セン タ ーでは計

画的な長寿命化工事等を 行っ ています。

○水道施設計装機器更新工事（ 2,200 万円）

○豊丘浄化セン タ ー汚水処理機器計画更新工事・

　 農集伴野処理場機器更新工事（ 1,526 万円）

令和8 年度当初予算における主要な 令和8 年度当初予算における主要な 令和8 年度当初予算における主要な 

特集「 令和8 年度当初予算」

・ 危険が迫っ た際に素早く 住民の皆さ ま に情報を 届け

る ため、 村内各所に防災行政無線のスピ ーカ ーが設

置さ れています。

　 こ れら のスピ ーカ ーを 始めと し た防災行政無線シ ス

テムを 、 ５ 年間かけて順次更新を 行っ ていき ます。

・ 避難所と な っ て いる 施設の耐震改修工事に補助を し

ます。

・ 団員の減少が続く 消防団について、 地区の自主消防

班と OB 団員にも 協力いただき 団機能の維持を 図り

ます。

新防災行政無線システム改修（ 1 億 179 万円）
新指定避難所耐震改修補助（ 1,200 万円）
新林里会所耐震改修補助（ 2,630 万円）
新災害時協力井戸水質検査（ 25 万円）
拡消防団維持交付金（ 2,736 万円）

村民の生命を守る消防・ 防災事業

村予算についても っ と 詳し く 知り たい方は「 分かり やすい今年の予算」「 豊丘村当初予算 主要な事業」 リ ーフ レ ッ ト を 村公式ホー

ムページに掲載し てあり ますので、 ご覧く ださ い。 また、 役場総務課にも 備え付けてあり ます。

水道・ 下水道施設の更新〔 水道事業会計・ 下水道事業会計〕

水道メ ータ ー水道メ ータ ー

防災行政無線システム更新防災行政無線システム更新

住民の皆さ まの生活環境・ 利便性の向上を 目的と し て、

DX を 活用し たシステムの構築や設備の更新を 行います。

新 WEB 口座振替受付サービ ス構築事業（ 663 万円）
新お天気チャ ンネル

　 送出システム構築

　 ・ 運用（ 840 万円）
新電子申請

・ オンラ イ ン決済

・ キャ ッ シュ レ ス

　 決済導入（ 44 万円）

新村営バス更新事業

　（ 1,200 万円）

住民の生活環境・ 利便性の向上

WEB 口座振替受付サービスWEB 口座振替受付サービス

地域福祉や高齢者福祉施策を 充実し 、 住民が安心し て

安全に暮ら せる 地域社会の実現を 図り ま す。 高齢者の

負担軽減施策、 健康づく り や健康学習、 予防接種など

を 実施し ます。

新高齢者補聴器等購入費助成事業（ 60 万円）
新だん Q く んロ ード 距離表示更新工事（ 55 万円）
拡福祉医療費給付事業（ 5,079 万円）
拡結婚相談事業（ 162 万円）
拡定期予防接種委託料（ 2,860 万円）

〇福祉タ ク シー事業（ 1,715 万円）

〇介護予防・ 生活支援サービス事業（ 2,855 万円）

健康づくり、 福祉施策の充実
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◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子

証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
搭
載
）
に
は
、
次
の
と
お
り
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

電
子
証
明
書
の
更
新
に

つ
い
て

有効期限

①マイ ナンバーカ ード
発行日から 10 回目の誕生日まで（ 18 歳未

満の方は５ 回目の誕生日まで）

②電子証明書

発行日から ５ 回目の誕生日まで（ マイ ナン

バーカ ード にある 記載欄はご本人様に記載

いただく 欄のため、空欄の場合があり ます）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
は
「
健
康
保
険
証
利
用
」

「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
」
「
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
（
税
の
電
子

申
告
）」
等
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
迎

え
る
と
、
電
子
証
明
書
を
利
用
し

た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
（「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
と
し
て
の
利
用
は
３
ヶ
月
後

ま
で
可
能
。
ま
た
、
本
人
確
認
書

類
と
し
て
の
使
用
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
①
有
効
期
限
を
迎

え
る
ま
で
可
能
で
す
）
。

電
子
証
明
書
の
更
新
を
行
っ
た

か
確
認
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と

で
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
有
効
期
限
通
知
書
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
２
～
３
か
月

前
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

電
子
証
明
書
有
効
期
限
通
知
書

　

在
中
」
と
記
載
さ
れ
た
水
色
の
封

筒
が
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
（
Ｊ

−

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
を
迎
え
る
場
合

有
効
期
限
通
知
書
に
申
請
書
Ｉ

Ｄ
や
申
請
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
紙
の

申
請
書
と
返
信
用
封
筒
が
同
封
さ

れ
て
郵
送
さ
れ
ま
す
。
役
場
へ
の

来
庁
が
難
し
い
場
合
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
郵
送
な
ど
の
方
法
で

申
請
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
際
に
は
、
本
人
確
認

の
た
め
役
場
に
来
庁
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
受
け
取
り
の
際
に
、

新
し
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

暗
証
番
号
を
設
定
す
る
手
続
き
が

あ
り
ま
す
。

②
電
子
証
明
書
の
み
有
効
期
限
を

迎
え
る
場
合

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
は
、

役
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
更
新
の
手
続

き
で
は
暗
証
番
号
を
設
定
す
る
手

続
き
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新

申
請
、
電
子
証
明
書
の
更
新
に
つ

き
ま
し
て
ご
不
明
な
点
は
、
窓
口

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
「
月
額

　
１
７
，
９
２
０

円
」
で
す
。
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
お
支
払

い
に
は
、
便
利
で
お
得
な
納
付
方

法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
）

※
前
納
に
よ
る
割
引
額
が
一
番
大

き
い
納
付
方
法
で
す

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
６
カ
月
、
１
年
、
２

年
（
２
年
前
納
（
４
月
開
始
）
を

含
む
）
の
前
納
に
加
え
、
口
座
振

替
で
は
、
１
カ
月
の
前
納
（
早
割
）

で
も
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、

令
和
８
年
度 

国
民
年

金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
引
き
落
と
し
日
は
月
の
末
日
で

す
が
、
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
、
翌
営
業
日
に
引
き
落
と
し

と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
の
方

は
、
「
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
）
」
の
み
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
か
ら
立
替
納
付
を
行
う
も
の

で
、
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と

時
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
６
カ

月
、
１
年
、
２
年
（
２
年
前
納
（
４

月
開
始
）
を
含
む
）
の
前
納
方
法

で
納
付
す
る
と
、
納
付
書
で
前
納

す
る
場
合
と
同
じ
割
引
額
の
保
険

料
で
納
付
で
き
ま
す
。

※
過
去
の
納
め
忘
れ
の
保
険
料
お

よ
び
一
部
免
除
期
間
の
保
険
料

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済

納
付
書
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

あ
れ
ば
、
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
納
付
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
決
済
ア
プ
リ
】
（
令
和
８

年
３
月
現
在
）

　
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
ａ
ｕ 

Ｐ
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Ａ
Ｙ
、
ｄ
払
い
®
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
※

１
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
※
２
、
楽
天

ペ
イ
（
五
十
音
順
）

※
１

　
金
融
機
関
等
が
提
供
す
る

ア
プ
リ
を
含
み
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
２

　 

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
マ
ネ
ー

ラ
イ
ト
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
３

　
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ

な
い
納
付
書
（

30
万
円
を
超
え

る
金
額
の
納
付
書
等
）
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。

〇
電
子
納
付
（
Ｐ
ａ
ｙ

−

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）

Ｐ
ａ
ｙ

−

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ

ジ
ー
）
な
ら
、
自
宅
や
外
出
先
か

ら
、
夜
間
や
休
日
で
も
、
納
付
が

で
き
ま
す
。

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
収
納
機
関
番
号
」、
「
納
付
番
号
」
、

「
確
認
番
号
」
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
Ｐ
ａ
ｙ

−

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ

ジ
ー
）
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
画
面
に
入

力
す
る
だ
け
で
納
付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｐ
ａ
ｙ

−

ｅ
ａ
ｓ

ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
役
場
窓
口
係

ま
た
は
飯
田
年
金
事
務
所
（
☎
22

−

３
６
４
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
務
会
計
課

　
窓
口
係

☎
35

−

９
０
５
９

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
現
金
納
付
の
方

　
納
期
限
の
６
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
役
場
会
計
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
方

　
口
座
振
替
日
は
５
月
25
日
（
月
）

で
す
。
あ
ら
か
じ
め
振
替
登
録
口

座
の
預
貯
金
残
高
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
の
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
６
月

１
日
（
月
）
で
す

　
自
動
車
の
所
有
者
が
一
定
の
障

が
い
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
が
申
請
に
よ
り
減
免

令
和
８
年
度

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

さ
れ
ま
す
。
新
規
で
減
免
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
期
限
ま
で

に
役
場
税
務
係
に
て
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
に
す
で
に
減
免

決
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
減
免

継
続
の
申
請
が
原
則
不
要
と
な
り
、

自
動
で
減
免
申
請
が
継
続
さ
れ
ま

す
。

※
車
両
や
運
転
手
、
障
が
い
の
程

度
、
構
造
等
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
普

通
自
動
車
を
含
め
一
人
一
台
に

限
り
ま
す
。

■
申
請
期
限

令
和
８
年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

翌
年
度
か
ら
の
減
免
と
な
り
ま

す
。

■
持
ち
物

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
一
つ

②
減
免
す
る
車
両
の
車
検
証

③
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
等

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
納
税
情
報
を
確

認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
（
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス

テ
ム
）」
が
導
入
さ
れ
、
車
検
時
（
新

規
登
録
・
継
続
検
査
）
の
納
税
証

明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
に
は
、

「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
」
で
確
認
で
き
ず
、

紙
の
納
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
納
付
し
て
す
ぐ
に
車
検
を
受
け

る
場
合
（
納
付
情
報
が
軽
Ｊ
Ｎ

Ｋ
Ｓ
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
、
１

週
間
か
ら
２
週
間
か
か
り
ま

す
。）

●
中
古
車
の
購
入
直
後
の
場
合

●
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
直

後
の
場
合

※
紙
の
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場

合
は
、
役
場
税
務
係
に
て
無
料

で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
検
時
の
納
税
証
明
書

の
提
示
を
省
略
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

税
務
会
計
課

　
税
務
係

☎
35

−

９
０
５
１

屋
外
に
設
置
さ
れ
た
洗
濯
機
か

ら
の
排
水
を
垂
れ
流
し
に
し
て
し

ま
う
と
、
付
近
の
河
川
や
井
水
の

水
質
汚
濁
・
悪
臭
・
害
虫
発
生
な

ど
、
地
域
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

生
活
排
水
は
、
下
水
道
ま
た
は

浄
化
槽
へ
適
切
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。

生
活
排
水
は
、
下
水
道

ま
た
は
浄
化
槽
へ
適
切

に
接
続
し
ま
し
ょ
う

建
設
環
境
課

　
環
境
係

☎
35

−

９
０
５
７
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豊
丘
村
で
は
毎
年
、
春
の
ご
み

ゼ
ロ
運
動
を
５
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
秋
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
は
、
今
年

度
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
期

　
日

　
５
月
17
日
（
日
）
朝
６
時
よ
り

　

小
雨
決
行

■
実
施
内
容

　
道
路
や
地
区
内
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
ご
み
の
収
集

■
実
施
区
域

　
区
長
さ
ん
、
自
治
会
長
さ
ん
の

指
示
区
域

　
自
治
会
未
加
入
の
方
は
、
自
宅

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
参
集
範
囲

　
全
村
各
戸
１
名
以
上
及
び
小
中

学
生

■
持
ち
物

　
空
き
袋
・
ご
み
バ
サ
ミ
・
軍
手

な
ど

■
分
別
方
法

　
可
燃
ご
み
（
廃
プ
ラ
含
む
）
、

不
燃
ご
み
（
埋
立
等
）
、
金
物
類
、

び
ん
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
5
種

春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す

建
設
環
境
課

　
環
境
係

☎
35

−

９
０
５
７

類
に
分
け
、
区
長
さ
ん
と
自
治
会

長
さ
ん
に
お
配
り
す
る
収
集
袋
へ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
ら
な

い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
く

だ
さ
い
。
家
庭
内
の
ご
み
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
み
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
犬
の
所
有
者
に
は
、
犬
に
毎
年

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
受

け
て
い
な
い
犬
は
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
５
月
10
日
（
日
）

　
獣
医
師
会
下
伊
那
支
部
か
ら
該

当
す
る
犬
の
飼
い
主
の
方
へ
３
月

中
旬
に
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
。
日
程
詳
細
は
、
３
月
に
届

い
た
ハ
ガ
キ
ま
た
は
防
災
ア
プ
リ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

（
二
次
）
を
実
施
し
ま
す

議
会
事
務
局

☎
35

−

９
０
６
３

　
令
和
八
年
四
月
～
五
月
に
か
け

て
、
当
該
調
査
に
係
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
調
査
書
類
が
到
着
の
際

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
事
業
所
の
う
ち
、
支
所
等
を

有
さ
な
い
比
較
的
小
規
模
な
事
業

所
、
個
人
経
営
の
事
業
所
な
ど
で
、

期
限
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

未
回
答
の
事
業
所
や
、
調
査
員
が

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
に
は
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
伺
い
す
る
調
査
員
は

豊
丘
村
役
場
の
職
員
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
い

た
だ
け
れ
ば
、
訪
問
、
回
収
の
お

手
間
に
な
ら
ず
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

村
内
の
事
業
所
の
皆
様

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
へ
の
ご
協
力
・
ご
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

豊丘村選挙管理委員会 ( 議会事務局内 )　 ☎ 35-906 3

期日前投票所の投票立会人登録者を募集し ます

　 期日前投票期間の立会人を ご希望いただける 方に、 選挙が近づいたら 優先的に事務局から ご連絡でき る よ う

に、 事前登録者を 募集し ます。

　 ご希望いただける 方は、 選挙管理委員会事務局まで、 電話やメ ールにてお知ら せく ださ い。 ホームページに

登録申請用紙を 載せてあり ますので、 ダウンロ ード し てご記入、 ご提出いただいても 構いません。

※衆議院の急な解散の場合も あり ますので、 やり と り がメ ールででき る と 大変助かり ます。

■ 勤務内容： 期間中毎日２ 人体制で、 投票が公正に行われるよ う 監視

■ 立会人資格： 村内居住の選挙人名簿登録者（ 満 18 歳以上で豊丘村に 3 か月以上住んでいる方）

■ 立会時間： 午前８ 時３ ０ 分から 午後８ 時０ ０ 分まで（ １ 日も し く は半日）

■ 場　 　 所： 豊丘村役場期日前投票所（ 村民ホール）

■ 登録連絡・ 問合せ： 役場 ( 議会事務局内 ) 選挙管理委員会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電話： ３ ５  – ９ ０ ６ ３ （ 直通）　 メ ール： gikai@v i l l .nagano-toy ooka.lg .j p

　 なお、 次期選挙の予定は夏ごろ の県知事選と なり ますので、 ６ 月中を 目安にご連絡く ださ い。

広報と よおか　 R8.4.16（ 8）

総務課　 総務係　 ☎ 35 -33 2 2
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【
お
願
い
】

　
１
年
度
内
に
複
数
購
入
し
た
場

合
は
、
１
回
に
ま
と
め
て
合
計
額

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
年
度

末
と
な
る
３
月
に
申
請
す
る
場
合

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
県
内
に
12
か
所
あ
る
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
等
の
「
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
ど
な
た

で
も
が
ん
に
関
す
る
治
療
内
容
、

仕
事
と
の
両
立
や
食
事
な
ど
の
療

養
生
活
全
般
、
治
療
に
伴
う
不
安

な
気
持
ち
や
心
配
事
な
ど
の
幅
広

い
相
談
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飯
伊
：
飯
田
市
立
病
院

　
　
　
☎
21

−

２
０
１
０

健
康
福
祉
課

　
保
健
衛
生
係

☎
35

−

９
０
６
１

　
豊
丘
村
で
は
、
が
ん
患
者
の
方

の
就
労
、
社
会
参
加
等
を
支
援
す

る
た
め
、
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
を
補
完
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房

補
整
具
等
の
購
入
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
は

　
医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社
会

的
支
援
を
用
い
て
、
外
見
の
変
化

を
補
完
し
、
外
見
の
変
化
に
起
因

す
る
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す

る
ケ
ア
で
す
。

事
業
の
概
要

○
助
成
対
象
者

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の

治
療
を
受
け
た
方
、
ま
た
は

現
在
受
け
て
い
る
方

②
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に

対
象
補
整
具
を
購
入
し
た
方

③
助
成
対
象
と
な
る
補
整
具
の

交
付
申
請
日
に
豊
丘
村
内
に

住
所
を
有
す
る
方

が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
事
業

の
お
知
ら
せ

○
助
成
の
対
象
と
な
る
補
整
具
・

助
成
額
・
助
成
回
数

区　 分 助成対象補整具 助成額 助成回数

頭髪補整具
ウィ ッ グ、 装着用ネッ ト 、 毛
付き帽子

各区分
対象補整具購入
費用額の２ 分の１

（ 上限２ 万円）

※ 1,000 円未満
　 切り 捨て

1 回

乳房補整具
補整パッ ド 、 補整下着、 専用
入浴着、 人工乳房

1 回（ 左房）
1 回（ 右房）

その他

エ ピ テ ーゼ（ 指や鼻等、 がん
治療に伴う 手術等によ り 欠損
し た部位を 補完する 補整用人
工物）
※人工乳房は乳房補整具に含
まれます。

1 回

【
注
意
】

・
付
属
品
並
び
に
ケ
ア
用
品
（
ク

リ
ー
ナ
ー
、
リ
ン
ス
及
び
ブ
ラ

シ
等
）
や
、
購
入
の
た
め
に
要

し
た
経
費
（
交
通
費
、
郵
送
費

等
）
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
過
去
に
長
野
県
内
の
他
市
町
村

か
ら
申
請
す
る
区
分
で
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
申
請

す
る
補
整
具
は
、
他
の
都
道
府

県
や
他
都
道
府
県
の
市
区
町
村

か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
が
条
件
で
す
。

○
申
請
期
間

　
購
入
し
た
年
度
の
末
日
ま
で

た
だ
し
、
が
ん
治
療
や
症
状
の
悪

化
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
そ
の
年
度
に
申
請
で
き
な
い

場
合
は
、
翌
年
度
ま
で
申
請
可
能

で
す
。

○
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
書
類
を
添
え
て
、
役
場
健
康

福
祉
課
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

・
豊
丘
村
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
書
類
（
免
許
な
ど
の

写
し
）

・
が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治

療
、
放
射
線
療
法
な
ど
）
を
受

け
た
、
ま
た
は
受
け
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類（
写
し
）

・
補
整
具
の
領
収
書
及
び
明
細
書

（
写
し
）

　
購
入
日
、
購
入
金
額
、
金
額

内
訳
、
宛
名
（
申
請
者
の
氏
名
）、

領
収
書
発
行
者
名
、
購
入
し
た
補

整
具
等
の
品
名
（
ウ
ィ
ッ
グ
購
入

費
、
乳
房
補
整
パ
ッ
ド
購
入
費
な

ど
）
記
載
の
あ
る
も
の

　
村
で
は
令
和
8
年
度
の
「
豊
丘

村
奨
学
金

　
奨
学
生
」
を
募
集
し

ま
す
。

　
高
校
・
大
学
等
へ
の
就
学
の
た

め
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
い
方

は
、
豊
丘
村
教
育
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奨
学
金
の

申
請
は
年
間
を
通
し
て
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　
（
書
類
は
教
育
委
員
会
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
）

□
奨
学
金
貸
与
の
資
格
要
件

・
豊
丘
村
居
住
者
の
子
弟
で
、
豊

丘
村
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と

・
成
績
が
優
秀
で
身
体
が
強
健
で

あ
る
こ
と

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

□
貸
与
金
額
（
１
名
／
月
額
）

・
高
等
学
校
に
在
学
す
る
も
の

　
３
０
，
０
０
０
円
以
内

・
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
に

在
学
す
る
も
の

　
５
０
，
０
０
０
円
以
内

□
貸
与
の
期
間

　
そ
の
学
校
に
お
け
る
正
規
の
就

学
期
間

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

広報と よおか　 R8.4.16（ 10）

□
貸
与
の
決
定

　
教
育
委
員
会
が
、
所
得
等
を
考

慮
し
て
審
査
を
行
い
、
予
算
の
範

囲
内
で
貸
与
を
決
定
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
申
請
さ
れ
た
全
員
の
方

に
貸
与
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
村
の
奨
学
金
は
、
日
本
学
生
支

援
機
構
な
ど
、
そ
の
他
の
奨
学

金
と
の
併
願
も
可
能
で
す
。

□
償
還
に
つ
い
て

・
償
還
開
始

　
＝

　
卒
業
の
翌
月

か
ら
１
年
後

【
例
：
令
和
7
年
3
月
卒
業

　
→

　

償
還
開
始
＝
令
和
8
年
4
月
】

・
償
還
期
間

　
＝

　
貸
与
の
期
間

の
３
倍
以
内

【
例
：
貸
与
期
間
＝
大
学
４
年
間

　

→
　
償
還
期
間
＝
12
年
以
内
】（
３

倍
）

・
償
還
方
法

　
＝

　
原
則
と
し
て

月
賦
（
年
賦
・
半
年
賦
・
一
括
払

い
等
も
可
能
で
す
）

豊
丘
村
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
35

−
９
０
５
３

　 豊丘村への移住定住促進を 目的と し て、 奨学金等の貸与を 受け高校・ 大学等に進学し 、 卒業後に豊丘村へ定住

し ている 方へ奨学金等の返還金の一部を 助成し ます。

１ 　 対象者　（ 次の要件を全て満たし ている方）

①高校・ 大学等に進学し 、 在学し ている期間に奨学金等の貸与を 受けた方

②助成申請の前年度中に奨学金等の返還を し ている方

③初年度申請時に年齢が 30 歳未満の方

④助成申請の前年度中に月賦、 半年賦、 年賦によ り 奨学金等を 返還し ている 方⑤豊丘村に住民登録があり、 現

に居住し ている方

⑥転勤等により 一時的に住民登録し た者でないこ と

⑦村税等を 滞納し ていない方

⑧暴力団関係者でない方

２ 　 助成金額（ １ 年あたり ）

助成申請の前年度中返還し た奨学金等返還金額×１ ／３ 　（ 上限 10 万円）

※ただし 、 申請日現在で豊丘村消防団に加入し、 積極的に活動し ている 方は助成申請の前年度中返還し た奨学

金等返還金額×１ ／２ 　（ 上限 15 万円） を 助成し ます！

３ 　 助成期間

奨学金等返還期間【 上限 10 年間】

【 例】 奨学金等を 一括で返還さ れた方…上限 10 万円を １ 年間助成し ます。

　 　  奨学金等を ８ 年間年払いによ り 返還さ れた方

　  　 …上限 10 万円を ８ 年間助成し ます。

４ 　 申請に必要な書類

□若者定住促進奨学金等返還金助成金交付申請書

□奨学金貸与機関が発行する 奨学金貸与を 証する も の（ 初年度申請時のみ）

□返還金額を 証するも の

　（ 領収書も し く は通帳（ 見開き と 該当ページ全て） の写し ）

□消防団活動状況証明書（ 様式第２ 号）

　（ 消防団に入団かつ積極的に活動し ている者のみ）

奨学金等の返還金の一部を助成し ます！

豊丘村若者定住促進奨学金等返還金助成制度

豊丘村教育委員会事務局　 ☎ 35 -90 53

（ 11） 広報と よおか　 R8.4.16



令
和
８
年
３
月
19
日
、
令
和
７

年
度
農
業
・
農
山
村
振
興
懇
談
会

よ
り
村
長
へ
、
村
の
農
業
の
未
来

に
向
け
た
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
深
刻
化
す
る
担
い
手
不
足
や

遊
休
農
地
、
鳥
獣
被
害
な
ど
の
課

題
を
整
理
し
、
多
様
な
担
い
手
支

援
や
農
地
保
全
の
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
、
対
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
村
で
は
こ
の
答
申
を

も
と
に
、
豊
か
な
農
地
を
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
農
業
・
農
山

村
振
興
懇
談
会
か
ら
答

申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

産
業
振
興
課

　
農
政
係

☎
35

−

９
０
５
６

令
和
９
年
度
か
ら
令
和
16
年
度

ま
で
の
間
、
小
渋
川
土
地
改
良
事

業
の
受
益
地
と
県
営
中
山
間
総
合

整
備
事
業
の
受
益
地
の
農
振
除
外

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
と
竜

東
一
貫
水
路
の
工
事
が
令
和
８
年

度
に
完
了
の
見
通
し
と
な
り
、
法

令
に
よ
り
土
地
改
良
事
業
の
受
益

地
は
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
８

年
間
は
農
振
除
外
が
で
き
な
い
た

め
で
す
。
そ
の
た
め
受
益
地
の
農

振
除
外
の
受
付
に
つ
い
て
は
令
和

８
年
５
月
29
日
（
金
）
で
受
付
を

終
了
す
る
予
定
で
す
。

農
地
を
宅
地
に
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
方
は
早
期
の
ご
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
受
益
地

の
農
振
除
外
に
つ
い
て

 保護者の保育要件（ 就労等） を問わずに、 月一定時間まで時間単位で保育園を利用でき る 制度です。

同年代のこ ども 同士で触れ合う こ と により 、 年齢に応じ た遊びや新たな気づき を 通し てお子さ んの健

やかな成長を支えます。  

 

次の要件をすべて満たすお子さ んが対象です。   〇こ ども 一人あたり 月１ ０ 時間まで 

１  豊丘村内に居住する こ ども

２  生後６ か月～満３ 歳未満のこ ども  

３  保育園、 認定こ ども 園、 地域型保育事業所 〇定員： 原則３ 名 

等に通っ ていないこ と                        

 

【 実施施設】  豊丘村中央保育園   

 

＊提出書類は、 中央保育園または子育て支援係にあり ます。  

利用方法等詳細につきまし ては、 中央保育園までお問い合わせく ださ い。  

              （ お問い合わせ先 豊丘村中央保育園  ３ ５ －４ ９ ５ ３ ） 

こども 誰でも 通園制度（ 乳児等通園支援事業）を実施します

〇月曜日から 金曜日（ 保育園の休園日を除く ）  

午前９ 時から 午後３ 時

【 対象と なるお子さ ん】 【 利用可能時間と 定員等】
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ラ ジコ ン 草刈機以外の農業機械も 貸出を 行っ ています。

4 月 1 日より ラジコン草刈機貸し 出しし ます
傾斜最大 4 5 °対応 傾斜最大 3 5 °対応

共立　 Ｒ Ｃ Ｈ Ｒ 6 0 1

全長×全幅×全高　

1 ,2 6 0 ㎜× 9 7 0 ㎜× 7 0 0 ㎜

刈り 幅　 6 0 0 ㎜

フ リ ーナイ フ 回転式

オーレ ッ ク 　 Ｒ Ｃ Ｈ Ｒ 8 0 0

全長×全幅×全高　

1 ,9 2 0 ㎜× 1 ,0 0 0 ㎜× 7 0 0 ㎜

刈り 幅　 8 0 0 ㎜

ハン マーナイ フ ダウンカ ッ ト

（ 草を 粉砕）

　 豊丘村では、 傾斜のき つい中山間地の田の畦畔や、 モアでは刈り づら い果樹の木の根元等の草刈り を 遠隔操

作で行えるラ ジコ ン 草刈機を 導入し まし た（ 軽ト ラ で運搬でき ます）。 こ のラ ジコ ン 草刈機は貸出用と し て、 下

記の料金で農業者の皆様にご利用いただけます。

　 ただし 、 操作でき る のは、 オペレ ータ ー講習会を 受講し た方のみと し ま す（ ３ 回受ける こ と が条件です） 。 　

なお、 講習を 受講し ていない場合は、 オペレ ータ ー付き でご 利用いただく こ と が可能です（ 別途料金がかかり

ます）。

　 令和８ 年度オペレ ータ ー講習会の日程等は別途ご案内し ます。

【 貸出条件】

　 ・ 貸出希望日の 1 週間前までに予約を お願いし ます。

　 ・ 借受、 返却は開庁日（ ８ 時３ ０ 分～１ ７ 時１ ５ 分） にお願いし ます。

　 ・ 雨天や前日、 当日に雨が降り 圃場が濡れている場合は使用でき ません。

　 ・ 草刈り し たい圃場に大き な石や切り 株ある 場合には目印等つけていただく よう お願いし ます。

　 お返し の際にはガソ リ ン 満タ ンでお返し いただき ます。

【 貸出料】

　 1 時間まで： 3 ,0 0 0 円　 　 2 時間まで： 5 ,0 0 0 円　 　 4 時間まで： 8 ,0 0 0 円　 　 8 時間まで： 1 2 ,0 0 0 円

　 オペレ ータ ー代　 1 時間： 2 ,0 0 0 円

予約は農政係　 0265 − 3 5 − 9 056 へ

1 ． 貸出する農業機械は下記のと おり です。

　 ①ト ラ ク タ ー（ ヤンマー 2 9 Ps）

　 　  ・ ロ ータ リ ー　 　 　 農地の耕耘作業用

　 　  ・ フ レ ールモアー　 草を 粉砕する

　 ②管理機（ マメ ト ラ ）

　 　 ・ 耕耘用　 　 ・ 畝立て用　 　  ・ 長ネギの土寄せ用

　 ③ハン マーナイ フ モアー（ 歩行用）　 　 　 草を 粉砕する

　 ④薪割り 機　 　（ ガソ リ ン エン ジン　 破壊力 2 2 ト ン）

　 ⑤高圧洗浄機　 柿木の樹皮剥き に使用でき ます。

2 ． 貸出対象者は村内に住所を 所有する 個人、 法人及び団体です

3 ． 使用料

ト ラ ク タ ー

２ 時間まで　
5 ,0 0 0 円

４ 時間まで　
8 ,0 0 0 円

８ 時間まで　
1 2 ,0 0 0 円

管理機

２ 時間まで
1 ,5 0 0 円

４ 時間まで　
2 ,5 0 0 円

８ 時間まで　
4 ,0 0 0 円

フ レ ールモアー

２ 時間まで　
1 ,5 0 0 円

４ 時間まで　
2 ,5 0 0 円

８ 時間まで　
4 ,0 0 0 円

薪割り 機

２ 時間まで　
2 ,0 0 0 円

４ 時間まで　
3 ,0 0 0 円

８ 時間まで　
5 ,0 0 0 円

高圧洗浄機

２ 時間まで　
1 ,5 0 0 円

４ 時間まで　
2 ,5 0 0 円

８ 時間まで　
4 ,0 0 0 円

詳細については産業振興課農政係まで問い合わ

せく ださ い。 　 TEL 3 5 − 90 5 6
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令和８ 年度　 豊丘村農業総合振興事業補助金について
　 令和８ 年度の豊丘村単独の農業振興を 目的と し た補助金は下表のと おり です。 ご不明な点は、 産業振興課農政

係までお問い合わせく ださ い。

　 なお、 交付日から 3 年以内の農業経営が確認でき ない場合は、 補助金の全額返還が必要になり ます。

　 申請者の世帯に村税・ 料金の滞納がある 場合、 こ れら の補助制度は利用でき ま せん。 申請の際に、 村税等の納

付状況を 照会・ 調査するこ と に同意いただき ます。

①　 環境保全対策事業　

事業名 補助の内容・ 補助率 事業の内容・ 要件等

（ 1）
畜産環境整備対策事業

◎ペルメ ト リ ン 乳剤　 1/3 補助
◎シロ マジン 10％液　 1/3 補助
　（ 他の薬品等については効果を調査し 検討し ます）

畜舎一斉消毒に よ り 害虫（ ハエ、 カ ）
の発生を 防止し 環境整備を図る 。

◎豚熱ワク チン 接種補助
　 接種代・ 許可書代　  1/2 補助

（ 2）
土つく り 推進事業

◎完熟　 　 1/3 補助
◎袋詰　 　 １ 袋 100 円補助
　 　 　 　 　（ 村内産堆肥の村内消費を 目的にし ています）
◎生産性向上の為の土壌検査手数料を 定額 1,000 円補助
　 ※ A セッ ト は除く

・ 土つく り のための堆肥購入を 補助し
有機的栽培を 図る 。

・ 10 ａ 当り 2t・ 11,000 円程度を 基準に
散布を 推進する 。

（ 3）
臭気抑制対策事業

◎臭気抑制対策に要する 資材購入経費の 1/3 を補助
・ ゼオラ イ ト 1k　   　 ・ ビ オスリ ーエース 10 
・ バイ オ酵素　 　 　 　 ・ NB90（ 20㎏）
・ アウト バーン

・ 畜産の臭気抑制対策を 図る。
・ 対象資材等詳細については JA の奨励

資材に準ずる （ 他の薬品等について
は効果を 調査し 検討）

（ 4）
環境保全型農業支援事業

◎国が実施する 環境保全型農業直接支払交付金制度の内容に準じ
た有機農業への取組みに対し て補助する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 10a 当たり  12,000 円

支援対象者の要件、 支援対象と なる 取
組みの範囲が、 国の制度と は若干異なる 。

② 果樹産地振興対策事業

果樹産地振興対策事業

◎苗木購入補助（ 農家個々の申請）
　（ 品目毎 10 本以上の拡大・ 変更・ 更新等の購入者を 対象）
　 　 品種を 問わず、 一律 1/2 補助

・ １ 農家につき 10 万円を 上限
・ ぶどう は 5 本から 対象

◎果樹共済掛金の 30％を 補助

◎凍霜害を 防ぐ ための資材購入に要する 経費の 1/3 を 補助
　 ・ 霜ガード 　 1/3 補助
　 ・ デュ ラ フ レ ーム（ 燃焼剤）　 1/3 補助

・ 凍霜害の最小化対策
・ 霜ガード …降霜前に果樹園に散布。
　 効果 3 日間、 降雨によ り 効果減

◎養蜂農家育成助成金　
　 　 　 蜜蜂フ ソ 病法定検査料補助 　 60 円／群

◎受粉用蜜蜂使用補助　 　 1 群　 定額 3,000 円補助

◎桃せん孔細菌病対策に係る 防風ネッ ト 補助
　 　 　 　 　 　 　 　 10 ａ 以上　 1 農家上限額 10 万円

　 　 ○拡： 拡充　 　 　 ○新： 新規

　【 畜産、 果樹関係の補助】

③げんき 農業支援事業　

事業の目的
　 農業の振興を 図る ため、 住民が組織する 団体等が、 農業の活性化を 進める ために要する 経費に対し 、 補
助金を 交付する 。

☆補助対象者等
　 対象者　 ・ 村内に住所を 有する 者で原則と し て 3 戸以上で組織する グループ（ ただし 、 認定農業者を 1 名以上含むこ と ）
　 　 　 　 　 ・ 認定新規就農者（ 1 者でも 申請可）
　 　 　 　 　 ・ 村内に事業所がある 農業法人（ 1 者でも 申請可）
　 　 　 　 　 ・ 法人に準ずる 農家（ 直近３ 年間の各年の販売金額が 2,000 万円以上で、 かつ各年の
　 　 　 　 　 　 農業所得金額に減価償却費を 加えた額が０ 円よ り 大き い農家）
　 　 　 　 　 ・ 鳥獣虫害対策に係る 事業を 実施する 認定農業者（ 1 者でも 申請可）
　 　 　 　 　 ・ 村内で組織する 団体及び地域
　 補助対象区域等
　 　 　 　 　 ・ 村内に所在する 農地及び農地を利用し た農業用施設等

　【 住民が組織する団体等への補助】　
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☆補助率等　【 審査会によ り 判断さ れます】
　 事業の内容によ り 、 事業費の 1/10 から ８ /10
　 事業内容等によ り 補助限度額があり ます　（ 耐用年数が確認でき れば中古機器も 対象可）
　 補助限度額（ １ 事業）
　 　 　 　 ・ 全村に及ぶ組織　 　 　  100 万円　 　 ・ 地域・ グループ組織　 　 　 　 50 万円
　 　 　 　 ・ 防除組織（ SS 導入）　  100 万円　 　 ・ 農業用機械の共同購入　 　  1/3 以内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 共同作業が認めら れる 場合は 1/2 以内）

・ 同一組織での別申請は 3 年後から 受付、 同一組織での再申請は 5 年後から 受付
ただし 、「 集落営農組織設立支援事業」 に該当する 組織が、 計画的に機械・ 施設を 導入する 場合にあっ ては、 毎年度申請
でき る も のと する 。
※ 3（ 5） 年度と は、 機械・ 施設の導入年度を含め、 3（ ５ ） 年間の利活用の実績がある こ と を 言う 。

・ 認定新規就農者は、 100 万円（ 補助率 1/2）
　 ※ 地域おこ し 協力隊起業支援金 100 万円と の併用は不可
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 消耗品は除く ）

☆審査の基準　 ・ 戦略的及びモデル的な事業
　 　 　 　 　 　 　 ・ 緊急性が高く 、 今年度に実施する こ と が望まし い事業
　 　 　 　 　 　 　 ・ 国庫補助、 県費補助等他の助成事業が全く 利用でき ない事業

☆補助の事例
　 　 　 　 ・ 地域ぐ る みで集落等の遊休地を 解消する ための経費
　 　 　 　 ・ 新事業の導入目的で実施する 研究及び視察経費
　 　 　 　 ・ 新事業の展開や新品種を 導入する 経費　
　 　 　 　 ・ 組合で田植機を購入し 、 共同作業を行う 。 　 　 など

④集落営農組織設立支援事業

集落営農組織設立支援事
業

◎集落営農組織の設立の支援
　 協定農地面積に応じ て支援額を 算定する 。
　（ １ ha 当り  5 万円、 上限なし ）

・ 規約がある こ と 。
・ 協定農地の耕作が確実に行われる こ

と 。
・ 協定農地内に認定農業者が２ 名以上

含まれる 組織である こ と 。

⑤農業法人化支援事業

農業法人化支援事業
◎農業法人化のための経費を 補助
　（ 補助率 100％で、 １ 件当たり 上限 50 万円）

　【 集落営農組織、 法人化への補助】

⑥農地リ フ レ ッ シュ 助成金事業

農地再生事業

◎遊休農地を 新たに借入又は購入し て 1 年以内に耕作する ために
必要な経費を 補助

　（ 農業委員会の調査で遊休農地と 判定さ れた農地）
10 ａ 当り 　 上限 10 万円補助

・ 認定農業者、 認定新規就農者で ある
こ と 。

・ 対象： 抜根、 施設撤去、 施設整備等
・ 面積が 20 ａ 以上と なる 場合は、 他事

業と の調整を 図る も のと する 。
◎放置すれば遊休農地になり う る 農地を 新たに借入又は購入し て

１ 年以内に耕作するために必要な経費を 補助
10 ａ 当り 　 上限 5 万円補助

　 ただし 、 上記と は別枠で以下の費用を補助する 。
・ ○拡圃場に残さ れた荒廃ハウス・ ト レ リ ス等の廃棄物処分に要す

る 費用（ ※） の 1/2
※費用には廃棄物処理業者による 資材の運搬費含む。
※荒廃ハウス、 ト レ リ ス撤去に係る 労務費は別枠補助の対象と し

ない（ 面積当たり で算定さ れる 補助に含む）。

⑦農地環境整備事業

農地環境整備事業

◎周辺山林等の成長によ る 優良農地の遊休農地化を 防ぐ ため、 支
障木の伐採経費を 補助する

　 ① 申請者以外の所有地にある 支障木： 補助率 1/2
　 ② 申請者所有地にある支障木　 　  ： 補助率 1/4

　 ※ 1 件（ ①＋②） の上限は 30 万円と する 。

・ 支障を 受けて いる 農地が 10a 以上で
ある こ と 。

・ 業者によ る 伐採事業で ある こ と （ 申
請者の直営工事は対象と し ない）。

・ 伐採経費には伐採木の補償は含ま な
い。

　【 農地整備関係の補助】
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⑧認定農業者等機械・ 設備導入支援事業

認定農業者等機械・ 設備
導入支援事業

◎機械・ 施設の導入に係る 経費を 補助
○拡３ 年間の枠の先取り を可と する 。（ 詳細を 下記で説明し ます。）
　 ①認定農業者または認定新規就農者
　 　 　 補助率 1/2、 補助金上限 50 万円　
　 ②販売農家（ 農産物販売金額 1,000 千円以上）
　 　 　 補助率 1/3、 補助金上限 25 万円

※年度途中でも 、 予算上限に達し たと こ ろ で申請を打ち 切り ます。

○拡補助対象事業費は
１ 件 20 万円以上
・ 年度内 1 回限り 。
・ 資本的支出に当たる 修繕費も 対象
・ 軽ト ラ等の汎用性が高い車両は対象外
・ 枠の 先取 り を し た 場 合で、 先取 り

し た 年度において 1 年度分の枠に満
たない端数が生じ た場合であっ ても 、
改めて そ の年度において 申請はで き
ない。

　【 認定農業者、 認定新規就農者、 認定農業後継者への補助】

⑨農業後継者支援事業

農業後継者支援事業
◎就農支援金　 　

49 歳以下で親元就農し た農業後継者に 就農 1 ～ 3 年目に、 各
20 万円を 支給する 。

・ 親ま たは祖父母が認定農業者で ある
場合に限る。

・ 対象者が専ら 農業者に従事し て いる
と 認めら れる 場合に限る 。 年間の農
業従事日数（ 研修に要する 日数を 含
む） が 150 日以上で ある こ と を 目安
と する 。

・ 国の経営開始資金の対象と な る 場合
は対象と し ない。

⑩認定農業者農地借入耕作支援事業

◎認定農業者が借り た場合（ 全ての借入契約が対象）
　 認定農業者が、 農地中間管理機構を 通し て農地を 5 年以上の契約で借り た場合（ 新規及び更新）、 耕作経費への支援金と し て以
下の金額を 支給する。 なお、 10 年契約の場合、 5 年経過時点で支援金の支給対象と する 。 なお、 経過措置と し て、 旧利用権設定等
促進事業（ 相対） に基づく 契約についても 対象と する。
　 認定新規就農者によ る 契約は対象外と する （ 就農後 5 年経過し 、 認定農業者と し て認定を 受けた後に対象と する）。

　 　 　 　 　 　 　 　 借入農地面積　 10a 当り 　 　 田・ 畑　 10,000 円

事業名【 認定農業者等機械・ 設備導入支援事業】

★拡充内容　 　 ・ ３ 年間予算枠の先取り を 可能と し た　 　 ・ 販売農家の基準と 、 補助率及び限度額

補助対象者 補助率 年間限度額（ 3 年間枠取り 可）

認定農業者、 認定新規就農者 1/2 50 万（ ３ 年間 150 万円）

販売農家（ 農産物販売金額 1,000 千円以上） 1/3 25 万（ ３ 年間 75 万円）

・ 下線部分が拡充し まし た

★ 3 年間予算枠の先取り と は？

　 →初年度に何年分の枠を使用する かを申告し ていただく こ と で、 高額な機械、 設備導入への厚い支援を 行える よ う にし まし た。

★具体的な例

　 例えば、 令和８ 年度に 250 万円のト ラ ク タ ーを 購入し たい場合　

　 250 万円× 補助率 1/2 ＝ 125 万円

選ぶ年数（ 枠数） R8 R9 R10 R11

１ 年
補助額 50 万

（ R8 枠分 50 万円）
新規

申請可
新規

申請可
新規

申請可

２ 年
補助額 100 万円

（ R8 枠分 50 万円）　（ R9 枠分 50 万円）
申請不可

新規
申請可

新規
申請可

３ 年
補助額 125 万円

（ R8 枠分  50 万円）　（ R9 枠分  50 万円）　（ R10 枠分 25 万円）
申請不可 申請不可

新規
申請可

★ご注意いただく 点

・ 申請後に利用年数の変更はでき ません。

　 本制度は、 申請時に選択いただいた年数に合わせて予算枠を 確保する 仕組みと なっ ており ま す。 事業計画を 十分にご検討の上、

期間を 選択し てく ださ い。

・ 各年の枠で使い残し た金額を 、 その年度内に追加申請する こ と はでき ません。

　 各年度の枠は、 その年度の計画分と し て一括で管理し ており ます。 そのため、 50 万円未満の端数が出た場合でも 、 その残額を 同
年度に追加で活用する こ と はでき ません。

　 端数を 無駄なく 活用さ れたい場合は、 申請時に「 よ り 短い期間（ 例： 3 年ではなく 2 年）」 を 選択する こ と で、 各年度の配分額を

調整いただけます。 ぜひ申請前のシミ ュ レ ーショ ンを ご活用く ださ い。

当補助金は、 予算額に達し た時点で受付を 終了し ます。 計画、 申請はお早めにお願いし ます。

　 令和８ 年度　 機械や設備の導入支援が拡充し まし た！
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⑫野菜経営安定化対策事業

野菜経営安定化対策補助

◎野菜価格安定基金積立金の 30％を補助

◎直売等出荷野菜生産施設設置補助 
　 1/2 補助　 上限 30 万円　 　  内張り 加算上限額　 5 万円

パイ プハウス設置補助
（ 冬場の野菜等の生産目的の場合に限
る ）

○拡 野菜苗購入補助

（ 農協推奨の４ 品目： パプリ カ 、 アスパラ ガス、 き ゅ う り 、 ピ ーマン 、
なす、 ト マト の苗の購入に対し て補助）

①認定農業者、 または認定新規就農者　
　 　 補助率： 20％

②販売農家（ 農産物販売金額 1,000 千円以上）
　 　 補助率： 10％

・ 認定農業者、 認定新規就農者、 販売
農家が対象

・ 農協以外で苗を購入し た場合も 対象
・ 補助金ベースで 5,000 円以上が対象

⑬チャ レ ンジ農業者資金利子補給事業

無利子資金事業
◎意欲ある 農業者が、 新たな農業経営に挑戦する ために必要な経

費に充てる資金の利子補給を行う 。
　（ 上限 500 万円　 最大 10 年貸付け 3 年据え置き ）

村・ 農協が 1/2 ずつ負担
3.0％以内の資金を 貸付。
保証料は対象外

（ H30 より 年齢要件は廃止）

⑭収入保険　 保険料補助

収入保険保険料補助 ◎収入保険の保険料（ 掛捨て部分） の 30％を 補助

⑮農業講習会等の受講補助

講習会等受講補助

◎農村生活マイ スタ ー、 長野県農業士の認定講習会、 年会費の補
助

　 ※講習会参加費用を 100％補助
　 ※入会費、 年会費を一人当たり 1/2 補助

長野、 松本で 開催さ れる 講習会参加費
や年会費等の補助

◎有機農業等に係る 講習会への参加費補助
　 　 補助率： 1/2

受講の修了証（ 写し ）、 領収書を 提出す
る

◎環境保全型農業等の認証に係る 取得補助　
　 　 補助率： 1/2

認定証等の写し 、 領収書を 提出する

産業振興課　 農政係　 ☎ 3 5 − 9056

⑪新規就農者支援事業

新規就農者支援事業

◎里親研修支援金　       100,000 円 ・ 3 ケ月後 100,000 円支給

◎里親受入農家支援金　 　 200,000 円 ・ 受入農家へ研修期間終了時に交付

◎就農支援金　           200,000 円
※認定新規就農者に認定さ れた方に限る
※Ｊ Ａ 就農研修生（ 地域おこ し 協力隊） で、 協力隊３ 年目を 選択

し た場合は申請不可。

・ 就農時に 200,000 円支給

◎住宅支援金　
　 家賃から 25,000 円を 控除し た額を 月額 10,000 円を 上限に補助
する （ 最長 2 年）
　 ※認定新規就農者に認定さ れた方に限る 。

　【 新たに専業農家になら れる方への補助】

　【 その他の補助】
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自宅に稼働可能なエアコ ンがない
住民税非課税世帯・ 生活保護受給世帯の方へ

エアコ ン設置促進事業補助金のご案内エアコ ン設置促進事業補助金のご案内

　 豊丘村では、 近年の猛暑に伴う 熱中症リ スク の高まり を 踏まえ、 生活保護受給世帯を 含む住民税非課税世帯を

対象に、 エアコ ン設置費用の一部を 助成し ます。

○補助対象世帯
申請日時点で、 豊丘村に住所がある

①住民税非課税世帯

②生活保護受給世帯

①②のう ち、

稼働可能なエアコ ン が未設置の世帯

※世帯主に支給し ます。

○補助額
①住民税非課税世帯

　 設置費用の２ / ３ （ 千円未満切捨て）（ 上限額４ ８ ，０ ０ ０ 円）

②生活保護受給世帯

　 設置費用の全額（ 上限額７ ３ ，０ ０ ０ 円）

　 ※いずれも 上限額を 超える 部分は自己負担と なり ます。

　 ※設備費及び工事費が補助対象と なり ます。

○補助対象設備
次のいずれかの品目

①壁掛け型エアコ ン

②床置き 型エアコ ン

③ウイ ン ド エアコ ン （ 窓用）

④ポータ ブルエアコ ン（ 冷媒式）

⑤電気冷風機

　（ コ ン セン ト から 直接給電するも のに限る）

⑥ペルチェ 式ク ーラ ー

　（ 充電式のも のを 除く ）

※①～④は家庭用品品質表示法に規定さ

れる「 エアコ ンディ ショ ナー」 であるこ と 。

○申請期間

　 令和８ 年　 ４ 月１ 日 ( 水 ) から

　 令和８ 年　 ９ 月 30 日 ( 水 ) まで

○問合せ・ 申請先

　 豊丘村役場 健康福祉課 福祉係

　 ☎０ ２ ６ ５ − ３ ５ − ９ ０ ６ ０

申 請 方 法

①申請日時点で、 世
帯全員が住民税非課
税である。

②居住する住宅に、
稼働可能なエアコ ン
が１ 台も 設置さ れて
いない。

補助対象世帯ではあり ません。

補助対象世帯に該当し ます。
補助対象者は該当世帯の
「 世帯主」 です。
対象設備をご確認いただき 、
購入を希望さ れる場合は、
申請手順をご確認く ださ い。

補助対象世帯かどう かの確認

申請の流れ

①交付申請 ②書類審査
交付決定

③エアコ ン
購入設置

④実績報告
交付請求

⑤金額確定
交付

⑥補助金
受領

申請者 村 申請者 村申請者 申請者

はい

いいえ いいえ

はい

①「 豊丘村エアコ ン設置促進事業補助金交付申請書」、 設置し よう と するエアコ ン の購入及び設置費用がわかる「 見積書」、
エアコ ンの本体及び室外機の設置予定場所の「 写真」 を、 役場健康福祉課福祉係に提出し ます。

②村で申請内容の審査を行い、 交付が決定し たら 「 豊丘村エアコ ン設置促進事業補助金交付決定通知書」 によ り 、 申請者
に通知し ます。（ 世帯状況や対象品目の要件を満たさ ない場合は、 不交付決定と なり ます。）

③交付決定を 受けた対象品目のエアコ ン を 購入・ 設置し ます。（ 交付決定を受けた後、 補助申請額の増額が必要な場合は、
購入前に変更申請が必要と なり ます。）

④エアコ ン 設置が完了し たら 、 速やかに「 豊丘村エアコ ン設置促進事業補助金実績報告書」、 設置し たエアコ ンの購入日・

購入及び設置費用・ 購入店舗名がわかる「 領収書の写し 」、 エアコ ンの本体及び室外機の設置後の「 写真」、「 豊丘村エア
コ ン設置促進事業補助金交付請求書」、 振込先の口座が分かる「 通帳の写し 等」 を役場健康福祉課福祉係に提出し ます。

⑤村で実績報告の内容の審査を行い、 交付額が確定し たら 「 豊丘村エアコ ン 設置促進事業補助金額確定通知書」 により 申
請者に通知し 、 請求書に記載さ れた振込先に振り 込みます。

⑥補助額が振り 込まれているか確認し ます。
その他　 村がエアコ ン設置状況の確認を行う こ と があり ます。

申 請 手 順

申請に必要な書類は村のホームページでダウン ロ ード し ていただく か、 役場健康福祉課福祉係の窓口でお申し
出く ださ い。 その他、 ご不明な点やご相談等あり まし たら 、 役場健康福祉課福祉係（ 電話 ３ ５ －９ ０ ６ ０ ） ま
でお問合せく ださ い。
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健康福祉課保健衛生係

　　☎３５－９０６1

健康

RS ウイ ルス感染症予防接種の

接種費用補助について

令和 8 年 4 月から 定期接種と なり ます
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部
で
は
気
管
支

炎
や
肺
炎
な
ど
を
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

〇
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
は

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
児
は
免

疫
の
機
能
が
未
熟
で
あ
り
、
自
分

で
十
分
な
量
の
抗
体
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、

母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
と

は
、
妊
婦
が
接
種
す
る
と
、
母
の

体
の
中
で
作
ら
れ
た
抗
体
が
胎
盤

を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
移
行
し
、

生
ま
れ
た
乳
児
が
生
ま
れ
た
時
か

ら
病
原
体
に
対
す
る
予
防
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
で

す
。

〇
接
種
対
象
者

・
妊
娠
28
週
0
日
か
ら
36
週
6
日

ま
で
の
妊
婦
の
方

※
接
種
後
14
日
以
内
に
生
ま
れ
た

場
合
の
有
効
性
は
確
立
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

〇
接
種
に
か
か
る
費
用

　
自
己
負
担
な
し
（
接
種
対
象
期

間
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
）

〇
接
種
を
受
け
る
方
法

１
・
飯
田
下
伊
那
の
RS
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
へ
電
話
で
予
約

２
・
予
約
を
し
た
日
時
に
医
療
機

関
へ
行
き
、
接
種
を
受
け
る

〇
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

に
つ
い
て

　
予
防
接
種
は
、
副
反
応
に
よ
る

健
康
被
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
衛
生
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和 8 年 4 月から 成人肺炎球菌予防接種の

ワク チンが変更と なり ます

〇
予
診
票
に
つ
い
て

　
ワ
ク
チ
ン
の
変
更
に
伴
い
、
予

診
票
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
R
８

年
度
か
ら
青
色
の
枠
の
予
診
票
と

な
り
ま
す
。

　
R
７
年
度
に
65
歳
に
な
ら
れ
た

方
は
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
は
、
新
し
い
予
診
票
を
発
行
い

た
し
ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
係
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
R
８
年
度
65
歳
に
な
ら
れ
る
方

は
、
介
護
保
険
制
度
説
明
会
の
案

内
通
知
と
と
も
に
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

〇
接
種
対
象
者

１
・
接
種
日
に
お
い
て
65
歳
の
方

２
・
接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
に
よ
り

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
を
お
持

ち
の
方

〇
接
種
期
間

・
66
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

〇
接
種
に
か
か
る
費
用

　
接
種
費
用

:

５
０
０
０
円

XCEEKPG
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子ども 課

　 　 子育て支援係

　 　 　 　 湯澤・ 仲宗根

　 　 　   （ ☎ ３５ －９０７８ ）
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団　 　 長 北　 澤　 和　 裕 （ 林　 原）

副 団 長 片　 桐　 康　 次 （ 城）

本 部 長 宮　 下　 健太郎 （ 長　 沢）

副本部長 吉　 川　 順　 平 （ 城）

女性班長 元　 島　 佐　 貴 （ 北　 入）

【 第１ 分団】

分 団 長 中　 村　 拳　 斗 （ 中　 平）

副分団長 松　 村　 悠　 平 （ 中　 芝）

自動車班長 木　 下　 佑　 真 （ 中　 芝）

【 第２ 分団】

分 団 長 池　 野　 涼　 太 （ 北　 村）

副分団長 林　 　 　 健　 人 （ 北市場一）

自動車班長 長谷部　 賢　 吾 （ 北市場二・ 三）

【 第３ 分団】

分 団 長 菅　 沼　 　 　 悠 （ 伴野原）

副分団長 大　 澤　 貴　 寿 （ 小　 園）

自動車班長 筒　 井　 龍　 也 （ 上市場）

旗手兼誘導班長 松　 井　 佑　 太 （ 松川町）

（ 女性消防団員も 募集中）（ 女性消防団員も 募集中）（ 女性消防団員も 募集中）あなたの“ ちから ” を貸し てく ださ い

お問合わせは　 　 総務課 総務係　 ☎3 5 -3 3 2 2 　 まで（ どんなこと でも お気軽にお問合せく ださ い）

予防査察・ 消防団任命式・ 春季訓練を実施し まし た。
　 ４ 月５ 日（ 日）、 午前中に防火活動の一環である村内世帯の予防査察を実施し 、 消火器等の点検を 行いま

し た。

　 午後は、 村民グラ ウンド にて「 消防団任命式・ 春季訓練」 が行われまし た。 任命式では 4 月よ り 新たに

２ 名の新入団員に辞令が交付さ れ、 任命式に引き 続き 実施し た春季訓練では、 礼式訓練や小隊、 中隊訓練、

救護に関する 訓練が行われまし た。

○辞令交付（ 新入団員）

分　 団 氏　 　 　 　 　 名

２ 吉　 沢　 幸多郎

女性班 羽　 生　 美　 咲

令和８ 年４ 月　 組織体制の変更について
　

〇各分団ごと 、 各班を自動車班へ統合

〇機能別消防班の仕組みを取り入れ、「 機能別 OB 班」、「 機能

別喇叭班」 を 結成すると とも に、 各区の自主消防を「 機能

別自主消防班」 へ移行

機能別班の詳細は豊丘村 HP を ご覧く ださ い。

令和８ 年度

豊丘村消防団幹部

辞令交付の様子

検索豊丘村　 機能別消防団

団本部

役場班 OB 班 喇叭班

機能別

各地区自主消防班

１ 分団本部 １ 分団自動車班

２ 分団自動車班

３ 分団自動車班

２ 分団本部

３ 分団本部

女性班
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北
小
学
校
で
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
６
年
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、

３
月
９
日
に
「
６
年
生
あ
り
が
と
う
集
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
新
児
童
会
と
な
る
５
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
す
る
恒
例
行
事

で
す
。
会
で
は
各
学
年
が
用
意
し
た
出
し
物
で
６
年
生
を
楽
し
ま
せ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
６
年
生
か
ら
在
校
生
や
先
生
方
へ
の
お
礼
の
発
表
が
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
中
学
校
生
活
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
、
村
内
の
小
中
学
校
や
保
育
園
で
は
卒
業
・
卒
園
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

　
３
月
18
日
に
小
学
校
、
19
日
に
中
学
校
の
卒
業
式
が
、
25
日
に
は
保
育
園

の
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
晴
れ

や
か
に
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
・
卒
園
児
た
ち
は
、
名
残
惜
し
さ
を
心
に
抱
き
つ
つ
も
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

│ 

3
月
の
出
来
事 

│

思い出溢れる学び舎を 巣立つ

小中学校卒業式・ 保育園卒園式

6 年生に感謝を 伝える

北小学校 6 年生あり がと う 集会
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進
学
す
る
６
年
生
ヘ

中
学
校
通
学
か
ば
ん
贈
呈
式

豊
丘
村
で
は
、
こ
の
春
中
学
校
へ
進
学

す
る
小
学
６
年
生
へ
通
学
か
ば
ん
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

中
学
通
学
か
ば
ん
は
毎
年
こ
の
時
期
に

小
学
６
年
生
に
届
け
ら
れ
、
今
年
は
２
校

合
わ
せ
て
58
人
の
６
年
生
に
か
ば
ん
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
児
童
か
ら
は
「
大
切
に
使

い
た
い
」
「
こ
の
か
ば
ん
と
一
緒
に
３
年

間
頑
張
り
た
い
」
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

大
会
に
向
け
村
が
激
励

小
中
高
各
競
技
で
全
国
大
会
出
場

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
選
手

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
村
か
ら
激
励
を
行
い

ま
し
た
。

激
励
を
受
け
た
の
は
、
水
泳
の
清
水
り

ん
か
さ
ん
（
小
学
６
年
）
、
テ
ニ
ス
の
坂

巻
絢
哉
さ
ん
（
中
学
２
年
）
、
そ
し
て
飯

田
高
校
空
手
班
の
熊
崎
結
太
さ
ん
（
２

年
）
、
宮
内
一
平
さ
ん
（
２
年
）
、
田
島
銀

治
朗
さ
ん
（
１
年
）
で
す
。
※
学
年
は
３

月
時
点

激
励
会
に
お
い
て
村
か
ら
激
励
金
が
手

渡
さ
れ
る
と
、
選
手
た
ち
は
全
国
大
会
に

向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
意
気
込
み
を

力
強
く
語
り
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

村
へ
車
椅
子
を
寄
贈

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
で
は
３
月
２

日
に
豊
丘
村
へ
車
椅
子
１
台
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
村
長
ら
を
は
じ
め
富
国

生
命
飯
田
上
郷
営
業
所
佐
野
所
長
と
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
は
、
同
社
が
県
下
12
営
業
所

の
う
ち
６
つ
の
営
業
所
で
、
管
轄
地
域
の

福
祉
施
設
や
公
共
施
設
へ
毎
年
寄
贈
し
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
飯
田
下
伊
那

管
内
で
豊
丘
村
が
選
ば
れ
寄
贈
に
至
り
ま

し
た
。

寄
贈
を
受
け
た
豊
丘
村
で
は
、
今
後
の

福
祉
事
業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

日
本
森
林
林
業
振
興
会

保
育
園
に
板
積
木
を
寄
贈

日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
野
県
支
部
か

ら
、
村
内
３
保
育
園
に
「
板
積
木
」
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
は
、
木
へ
の
親
し
み
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
同
振
興
会
に
よ
る
公
募

で
選
ば
れ
た
団
体
に
対
し
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
各
園
に
は
「
板
積
木
」
が

２
セ
ッ
ト
ず
つ
（
１
セ
ッ
ト
５
０
０
枚
）

贈
ら
れ
ま
し
た
。

木
は
長
野
県
産
の
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
て

お
り
、
積
み
木
に
触
れ
て
み
た
園
児
た
ち

か
ら
は
「
木
の
い
い
香
り
が
す
る
」「
遊

び
た
い
！
」
な
ど
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
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こんにちは
農業委員会事務局（ 産業振興課　 農政係　 ☎ 35-9056）

◆農業委員会表彰式を行いまし た

　 農業委員会表彰式を、 3 月 14 日（ 土） に開催さ れた、 農村フ ォ ーラ ム 21 の中で行いまし た。

農業委員会表彰は、 農業へのやり がいの創出と 担い手の確保と と も に、 農業の振興発展を図るた

め、 豊丘村の農業に長年貢献さ れた農業者及び、 優れた農業後継者・ 農業女性の表彰をさ せてい

ただく も のです。 第 5 回目と なる令和 7 年度は、 9 名の方が受賞さ れまし た。

【 永年従事者表彰】

　 奥山　 義臣　 様　 ちと ゑ　 様（ 市ノ 沢）

　 片桐　 信夫　 様　 和子　 様（ 林里一）

【 優秀農業女性表彰】

　 唐沢　 幸枝　 様（ 市ノ 沢）

　 三澤美恵子　 様（ 東）

　 村澤　 悦子　 様（ 城）

【 優秀若手農業者表彰】

　 船橋　 正晴　 様（ 南市場）

　 楯　 　 淳一　 様（ 下市場）

◆果樹園での凍霜害対策へのご理解のお願い

　 春季に霜が降り るこ と により 、 果樹の新梢（ 新し く 伸びた枝） の枯死や、 果実に障害がみら れ

るこ と を、 凍霜害と 言います。 凍霜害は、 果樹等の農作物の生育に大きな影響を及ぼし ます。

　 こ の凍霜害を防止するため、 降霜が予想さ れる日は、 防霜剤を散布し たり 、 果樹園で燃焼資材

を使用するこ と があり ます。 こ れは、 燃焼資材を使っ て火を焚く こ と で気流が生まれ、 温度低下

を防ぐ 方法です。

　 燃焼資材を使う こ と によ り 、 多少の煙が発生する場合があり ますが、 大切な農作物を守るため

の対策と し て行っ ているも のですので、 ご近所の皆様におかれまし ては、 ご理解と ご協力をお願

いいたし ます。

表彰式当日にご出席さ れた皆様表彰式当日にご出席さ れた皆様
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本
年
も
竹
の
子
狩
り
の
予
約
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　
４
月
18
日
（
土
）
～

　
５
月
６
日
（
水
・
祝
）
予
定

　
※
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

　
※
な
く
な
り
次
第
、
終
了

【
料
金
】

★
入
園
料
（
中
学
生
以
上
）

　
◇
10
キ
ロ
以
上
の
収
穫

・
・
・
無
料

　
◇
10
キ
ロ
未
満
の
収
穫

　
・
・
・
３
０
０
円

★
収
穫
量

　
◇
１
キ
ロ

　
・
・
・
５
０
０
円

　
収
穫
し
て
き
た
竹
の
子
を
そ
の

場
で
焼
い
て
食
べ
ら
れ
る
、「
焼

竹
の
子
狩
り

ご
予
約
受
付
中
！

き
竹
の
子
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
今
年

も
行
う
予
定
で
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春
祭
り

獅
子
舞
が
巡
る

　
春
祭
り
が
３
月
下
旬
か
ら
４
月

の
下
旬
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ
、

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安

全
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　 　
河
野
大
宮
神
社
で
は
、
獅
子
舞

の
引
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
新
旧
の
獅

子
舞
が
境
内
で
演
舞
を
行
い
ま
し

た
。

　

　
田
村
区
や
林
区
の
獅
子
舞
は
、

道
の
駅
と
よ
お
か
マ
ル
シ
ェ
や
と

よ
お
か
旅
時
間
に
て
舞
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
獅
子

舞
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
歴
史

を
感
じ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

料
金
改
定

4
月
１
日
よ
り
料
金
シ
ス
テ
ム

の
改
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
Ｅ
バ

イ
ク
を
は
じ
め
、
各
種
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
き

や
す
い
料
金
・
時
間
設
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

と
よ
お
か
旅
時
間
で
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
ご
予
約
は
と
よ
お
か
旅
時
間

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
い

た
だ
く
か
、
直
接
お
電
話
で
も
受

付
し
て
お
り
ま
す
。

☎
０
２
６
５

−

４
９

−

３
３
９
５
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「
長
野
県
宿
泊
税
」
が

６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　
６
月
１
日
か
ら
長
野
県
内
に
宿

泊
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
１
人
１

泊
に
つ
き
２
０
０
円
の
宿
泊
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
宿
泊
税
は
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
や
観
光
客
の
受
入
環
境
整
備

な
ど
の
観
光
振
興
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
税
額
：
定
額
制
２
０
０
円
（
令

和
11
年
６
月
以
降
は
１
人
１
泊

３
０
０
円
）

■
対
象
：
宿
泊
料
金
が
１
人
１
泊

６
０
０
０
円
以
上
の
宿
泊

⚠
独
自
に
宿
泊
税
を
課
税
す
る
予

定
の
【
松
本
市
、
軽
井
沢
町
、
阿

智
村
、
白
馬
村
、
野
沢
温
泉
村
】

は
税
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

県
庁

　
山
岳
高
原
観
光
課

す
。

※
詳
し
く
は
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

特設サイ ト

◯
問
合
せ
先

　
県
庁
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部

　
山
岳

高
原
観
光
課

　

☎
０
２
６

−

２
３
５

−

７
２
４
７

  

県
庁
総
務
部

　
税
務
課

☎
０
２
６

−

２
３
５

−

７
０
４
８

山
菜
採
り
の
遭
難
防
止

　
昨
年
、
県
下
で
は
、
山
菜
採
り

中
に
、
２
件
の
遭
難
が
発
生
し
、

死
者
２
人
を
含
む
、
３
人
が
遭
難

し
ま
し
た
。

　
山
菜
採
り
に
行
か
れ
る
際
は
次

の
点
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
入
山
前
に
、
場
所
と
予
定
を
家

族
な
ど
身
近
な
人
に
必
ず
伝
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
遭
難
し
た
場
合
、
場
所
が
特
定

で
き
な
け
れ
ば
、
捜
索
や
救
助
が

非
常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。

〇
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

　
携
帯
電
話
は
、
万
が
一
の
時
の

通
信
手
段
と
な
り
ま
す
。
自
宅
や

車
内
に
置
い
て
い
く
こ
と
な
く
、

必
ず
携
帯
し
て
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

〇
急
斜
面
で
の
滑
落
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
足
元
に
十
分
注
意
し
て
、
滑
落

の
危
険
の
あ
る
場
所
へ
の
入
山
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

〇
単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

　
単
独
で
の
入
山
は
、
万
が
一
遭

難
し
た
時
に
救
助
要
請
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

警
察
本
部

　
山
岳
安
全
対
策
課

け
複
数
人
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

　
複
数
人
で
入
山
し
て
も
、
単
独

行
動
を
す
る
こ
と
な
く
、
同
行
者

の
声
と
目
の
届
く
範
囲
で
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

〇
熊
な
ど
野
生
動
物
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
野
生
動
物
か
ら
の
危
害
防
止
の

た
め
に
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
合
せ
先

　
長
野
県
警
察
本
部
地
域
部

　
山
岳
安
全
対
策
課

　

☎
０
２
６

−

２
３
３

−

０
１
１
０

（
代
表
）

自
動
車
税
は
６
月
１
日
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
８
年
度
の
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。

納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
納
税
通
知
書
発
送
日

　
令
和
８
年
４
月
30
日
（
木
）

■
納
期
限

　
　
　
　

　
令
和
８
年
６
月
１
日
（
月
）

■
納
付
方
法

　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ペ
イ
ジ
ー
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
、
県
税
事

務
所
の
窓
口

※
詳
細
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
庁

　
税
務
課

納付方法

◯
問
合
せ
先

　
県
庁
総
務
部

　
税
務
課

☎
０
２
６

−

２
３
５

−
７
０
５
１
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今月の納税

税務会計課　 税務係　 ☎３５−９０５１

口座振替日 　４月２７日（ 月）

納　期　限 ４月３０日（ 木）

再振替日 ５月１１日（ 月）

・ 介護保険料 １ 期

・ 水道料金 ２・ ３ 月分

　 夜間窓口について

【 日　 時】　 毎月第１・ 第３ 月曜日17： 15～19： 00

【 場　 所】　 役場窓口係（ 正面玄関から入ってく ださい）

【 取扱業務】

　 ◎戸籍・ 住民票・ その他諸証明の発行　
　 ◎印鑑登録　 ◎マイ ナンバーカ ード 申請

※転出・ 転入・ 保健切替等の異動手続き は行えま

せん。

税務会計課窓口係☎35− 9059

　 コ ンビニ交付について

コンビニで「 住民票」と「 印鑑証明」を取得できます。

ぜひご利用く ださ い。

【 必要なもの】

・ マイナンバーカード・ 数字４ 桁のパスワード

【 利用可能時間】6： 30～23： 00(土日祝日も可能)

令和７ 年度　「 税に関するポスタ ー」入選作品

豊丘南小学校６ 年　 原田　 結菜さ ん

この作品は豊丘村教育長賞です

【 交付でき るも の】

◎住民票 ◎所得証明書 ◎印鑑登録証明書
※あら かじ め業務時間中にお申し 込みが必要です。

※戸籍等は交付でき ません。

　 時間外交付について

み
す
ず
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
が

も
っ
と
便
利
に
な
り
ま
す
！

　
信
州
の
南
北
、
長
野
・
松
本
～

伊
那
・
駒
ヶ
根
・
飯
田
を
結
ぶ
高

速
バ
ス
「
み
す
ず
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ

ス
」
。
こ
の
春
、
２
０
２
６
年
４

月
１
日
か
ら
、
も
っ
と
便
利
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
出
か
け

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
「
み
す
ず
ハ
イ

ウ
ェ
イ
バ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◯
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
サ
イ
ト
が
変
更
と

な
り
ま
す

・
予
約
時
の
座
席
指
定
が
可
能
で

す
・
女
性
専
用
席
を
設
定
し
ま
し
た

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
回
数
券
（
４
回
分
）
あ

り
ま
す

◯
便
利
な
「
特
急
便
」
が
設
定
さ

れ
ま
す

・
飯
田
駅
10
：

10
発
→ 

長
野
県

庁
13
：

17
着
の
特
急
便
を
設
定
し

ま
し
た
。

 

・
10
時
台
に
南
信
州
を
出
発
→
午

後
イ
チ
に
は
長
野
に
到
着
！

◯
問
合
せ
先

県
庁
企
画
振
興
部
交
通
政
策
局
交

通
政
策
課

☎
０
２
６

−

２
３
５

−

７
０
１
５

県
庁

　
交
通
政
策
課
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保育園
どれみ 296No

北保育園から

豊丘村キャ ラ ク タ ー
「 だんＱ く ん」
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●人の動き●　 Ｒ ８ .４ .１ 現在（ 前月比）

人　 口： 6，414人（ − 23人）
　 男　： 3，215人（ ー10人）
　 女　： 3，199人（ − 13人）
世　 帯： 2，261戸（ ー１ 戸）

住民異動届（ ３ 月中）

転入： 23 人　 　 転出： 45 人

出生： ５ 人　 　 死亡： ６ 人

豊丘村ロゴマーク

■印刷／龍共印刷㈱

在籍園児数　 　 令和８ 年４月１日現在

未満児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計

北 保 育 園 24 　 9 16 19 68

中 央 保 育 園 27 29 22 31 109

南 保 育 園 14 13 11 9 47

合 計 65 51 49 59 224

なかよし たんけんチームでパシャリ ☆

お祝いの舞☆かっこ よかったね！

ぱんださ んイェ ～イ

卒園おめでと う ん～げっちゅ♥

おひさ まポカ ポカ きも ちぃ～☀

https://www.vill.nagano-toyooka.lg.jp
mailto:info@vill.nagano-toyooka.lg.jp

